
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範

　

囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
市　
町　
村　
課
）　

　

一

 
告

示

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
医
師
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
指
定
の
辞
退 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
所
属
医
療
機
関
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
診
療
科
目
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
基
幹
道
路
の
工
事
の
完
了 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

三

〇
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧 

（　
　

同　
　

）　

　

四

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決

　

定 

（
税　

務　

課
）　

　

四

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
を
行
う
医
療
機
関
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

四

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
を
行
う
医
療
機
関
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

四

 
規

則

　

申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
八
号

申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二

年
宮
城
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
二
の
項
イ�
中
「
申
請
」
を
「
申
請
等
」
に
改
め
、
同
項
イ�
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
一
条
第
一

項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
五
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
二
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
六
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の
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氏　

名

木
村　
　

修

小
林　

道
生

伊
藤　

博
明

堀
越　

理
紀

位
田　
　

剣

診
療
科
目

消
化
器
科

救

急

科

神
経
内
科

呼
吸
器
科

内

科

所
属
医
療
機
関
の
名
称

石
巻
市
立
病
院

石
巻
赤
十
字
病
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
宮
城

病
院

社
団
法
人
日
本
海
員
掖
済
会
宮
城
利

府
掖
済
会
病
院

社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
公
立

黒
川
病
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

石
巻
市
南
浜
町
一
丁
目
七－

二
十

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
合
戦
原
百

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
新
太
子
堂
五
十

一黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
西
桧
木
六
十



医
師
か
ら
、
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
七
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
八
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
診
療
科
目
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
九
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
一
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

二　

商
号
又
は
名
称
等

第2193号　平成22年９月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

氏　

名

中
目　

幡
雄

浅
田　

行
紀

丹
野　
　

浩

診
療
科
目

整
形
外
科

耳
鼻
咽
喉
科

内

科

所
属
医
療
機
関
の
名
称

中
目
整
形
外
科
医
院

石
巻
赤
十
字
病
院

医
療
法
人
友
仁
会
松
島
病
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

石
巻
市
湊
町
一
丁
目
一－

十
五

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
浜
一－

二
十
六

氏　
　

名

芳
賀　
　

盛

診
療
科
目

整
形
外
科

新

所
属
医
療
機
関
の

名

称

医
療
法
人
社
団
み

や
ぎ
清
耀
会
緑
の

里
ク
リ
ニ
ッ
ク

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

岩
沼
市
北
長
谷
字

畑
向
山
南
二
十
七

－

二

旧

所
属
医
療
機
関
の

名

称

医
療
法
人
社
団
陽

光
会
西
陵
内
科

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

岩
沼
市
土
ヶ
崎
三

丁
目
八－

八

氏　
　

名

廣
木　

貞
一

診　
　

療　
　

科　
　

目

新

外
科
、
内
科
、

消
化
器
科
、 
循

環
器
科
、
呼
吸

器
科

旧

外
科
、
内
科

所
属
医
療
機
関
の

名　
　
　
　
　

称

山
本
外
科
内
科
医
院

所
属
医
療
機
関
の

所　
　

在　
　

地

岩
沼
市
中
央
一
丁
目
三－

十

二

事

業

所

番

号

〇
四
一
〇
六
〇
〇
二
二
五

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｎ

白
石
市
福
岡
深
谷
字
三

本
松
百
番
地

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ

型

設
置
者
名

株
式
会
社
エ
ス

シ
ー

指
定
年
月
日

平
成
二
十
二
年

十
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
三
〇
〇
五
四
〇

〇
四
一
五
五
〇
〇
七
六
八

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

め
ぐ
み

仙
台
市
若
林
区
沖
野
七

－

三
十
八－

二
十
八

八
乙
女
児
童
デ
イ
杜
っ

子仙
台
市
泉
区
南
光
台
五

丁
目
十
九
番
一
号

施
設
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
自
閉
症

ピ
ア
リ
ン
ク
セ

ン
タ
ー
こ
こ

ね
っ
と

宮
城
県
高
齢
者

生
活
協
同
組
合

指
定
年
月
日

平
成
二
十
二
年

十
月
一
日

平
成
二
十
二
年

十
月
一
日



 

三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）、
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
及
び
仙
台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
三
号

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
基
幹

道
路
の
工
事
を
完
了
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
四
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
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商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
宍
戸
工

業
所
宍
戸　

克
丈

有
限
会
社
か
ね
き

組鈴
木　

研
也

株
式
会
社
ア
ト
モ

ス福
山　

力

株
式
会
社
鴫
原
基

礎鴫
原　

信
行

長
友
建
設
株
式
会

社大
友　

正
樹

有
限
会
社
佐
々
木

電
気
工
事

佐
々
木　

昭

有
限
会
社
大
平
意

匠
工
房

大
平　

謙
治

有
限
会
社
桜
井
工

芸櫻
井　

雄
記

株
式
会
社
安
成

成
田　

正
則

株
式
会
社
Ｅ
Ｍ
Ｕ

鈴
木　

政
弘

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
田
沢

字
遠
原
二
十
五－

四

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜

字
谷
地
二
十
八－

一

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
後

藤
十

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
字
境

田
百
三
十
七－
一

仙
台
市
宮
城
野
区
白
鳥
二

丁
目
九－

三
十

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
御

釜
田
百
四
十
二－

三

仙
台
市
青
葉
区
米
ヶ
袋
二

丁
目
二－

五
十
九

大
崎
市
松
山
千
石
字
古

代
ヶ
崎
二
十
六

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
二

丁
目
二
十
二－

千
三
百
一

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
白

鳥
九
十
九

建

設

業

許

可

番

号

般－

十
七

第
五
百
九
十
九

号般－

十
七

第
六
千
七
百
八

十
号

般－

十
七

第
一
万
千
八
十

一
号

般－

十
八

第
一
万
千
三
百

七
十
二
号

般－

十
七

第
一
万
千
百
七

十
七
号

般－

二
十
一

第
一
万
二
千
七

百
二
十
一
号

般－

十
八

第
一
万
四
千
五

百
五
十
九
号

般－

二
十

第
一
万
五
千
七

十
八
号

般－

二
十

第
一
万
五
千
二

百
三
十
五
号

般－

二
十

第
一
万
五
千
三

百
七
十
八
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類　
　
　

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

ほ
装
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

大
工
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

管
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

石
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

塗
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

電
気
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

管
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
十
八
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
二
十
四
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
三
十
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
三
十
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
十
七
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
二
十
三
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
三
十
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
十
七
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
三
十
一
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
二
十
五
日

株
式
会
社
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
ス
イ
ー

ト
ホ
ー
ム

前
田　

博

仙
台
市
青
葉
区
芋
沢
字
吉

成
山
十
八－

百
四
十

般－

二
十

第
一
万
六
千
九

百
九
十
四
号

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

平
成
二
十
二
年

 

八
月
二
十
七
日

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

角
田
山
下
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

角
田
市
藤
田
字
目
角
田
九
五
番
七
地
先
か
ら

亘
理
郡
山
元
町
小
平
字
北
五
八
番
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

九
月
二
十
五
日

 

午
後
三
時
か
ら

路
線
名

本
郷
鶯
沢
線

工　
　

事　
　

区　
　

間

加
美
郡
加
美
町
谷
地
森
字
新
本
郷
前
七
三
番
地
先
か

ら同
町
谷
地
森
字
新
山
ノ
神
二
番
一
地
先
ま
で

工
事
の
種
類

橋
梁
架
替

工
事
完
了
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

九
月
二
十
四
日



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

　

２　

名
称　

一
番
町
二
丁
目
四
番
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称　

三
・
三
・
百
八
十
五
号　

大
手
町
下
増
田
線

　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
百
九
十
号　

植
松
田
高
線

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

１　

追
加
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

名
取
市
大
手
町
二
丁
目
、
大
手
町
三
丁
目
、
小
山
一
丁
目
及
び
小
山
二
丁
目
の
各
一
部

　

２　

廃
止
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

名
取
市
大
手
町
二
丁
目
、
大
手
町
三
丁
目
、
小
山
一
丁
目
及
び
小
山
二
丁
目
の
各
一
部

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
及
び
名
取
市
役
所
（
建
設
部
都
市
計
画
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
ま
で

五　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

平
成
二
十
二
年
度
税
制
改
正
等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
修
正
業

務　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

総
務
部
税
務
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
日

四　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ　

東
京
都

江
東
区
豊
洲
三
丁
目
三
番
三
号

五　

契
約
金
額　

四
千
九
百
三
十
五
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療

の
う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
自
立
支
援
医
療
機

第2193号　平成22年９月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

名　
　
　

称

ス
マ
イ
ル
薬
局
河
北
店

３
１
０
（
さ
と
う
）
調
剤
薬

局
塩
竈
店

ス
マ
イ
ル
薬
局
玉
浦
店

南
三
陸
ス
マ
イ
ル
薬
局

所　
　

在　
　

地

石
巻
市
成
田
字
小
塚
百
三
十
二－

四

塩
竈
市
泉
沢
町
二
十
二－

五

岩
沼
市
押
分
字
新
田
東
百
三
十
八－

一

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
十
日
町
百
四
十
二

－

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日



関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

（5）　 平成22年９月24日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2193号　　 

変
更
後

変
更
前

変
更
後

変
更
前

名　
　
　

称

ジ
ャ
ス
コ
新
名
取
店
薬
局

仙
台
調
剤
薬
局
せ
き
の
し
た

店

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
五
丁
目
三－

一

名
取
市
増
田
字
関
下
四
百
六
十　

十
七
街
区
一
画
区

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
二
丁
目
六－

八

名
取
市
増
田
字
関
下
二
百
十
一－

一　

十
街
区
七
画
区


